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大学生における性役割観尺度の再構成

鬼頭和可奈（和光大学大学院）

キーワード：青年期，性役割

問題・目的

近年では，性役割的性格特性について変化して

おり，女性的・男性的とされていた特性がどちら

のものでもなくなって来つつある (吉岡・桂田 , 
2017)と述べられており，個人や世代などによっ

て，性役割を構成する内容や価値観は異なるので

はと考えられる。しかし，性役割観に関する尺度

の項目内容について，十分な検討をしている研究

は少ない。本研究の目的は，性役割の変化が見ら

れてきているなかで，既存の尺度では現代の性役

割を検討するには限界があると考え，M-H-F 
scale(伊藤, 1978)を基に M-H-F scale Renewal 
(以下 M-H-F scale R)を再構成することを目的と

する。 
方 法

調査対象者 調査対象者は，都内大学生 233 名(男
性 115 名，女性 118 名)，平均年齢 20.0(SD=1.1)
歳であった。 
調査時期 2018 年 12 月に実施した。 
質問紙構成 対象者の基礎情報，M-H-F scale R
と M-H-F scale(伊藤, 1978)の項目に対して，男性

/女性にとってどの程度重要だと思うかの回答を

求めた。また，M-H-F scale R の項目選定のため，

予備調査として M-H-F scale(伊藤, 1978)作成の

手順を踏み質問紙調査を実施し，社会的評価の性

格特性語(西岡, 2005)を用いて M-H-F scale R の

作成を行った。

項目を選定する際に，「男らしさ」「女らしさ」

の平均値両方と全体の平均値が 4.00 未満のもの

は除外した。Humanity は「女らしさ」「男らしさ」

の平均値両方が 4.00 以上のもの，Masculinity は

「男らしさ」4.00 以上，「女らしさ」4.00 未満の

もの，Femininity は「男らしさ」4.00 未満，「女

らしさ」4.00 以上の項目を採用し，項目を減らし

ながら 2 回の調査を行った。その後確証的因子分

析を行い，3 因子構造が適合していることを確認

した。 
手続き 授業時に質問紙を配布し，その場で回収

した。 
結果・考察 

確証的因子分析 M-H-F scale R の確証的因子分

析を行い，3 つの下位尺度が同じ項目数になるよ

う負荷量の低いものから除外した(Table 1)。選定

した各 6 項目(全 18 項目)の 3 因子構造の適合度は，

GFI=.850，AGFI=.801，CFI=.883，RMSEA=.090
であった。 
相関係数 M-H-F scale(伊藤, 1978)を用いて相

関係数を算出した結果，M-H-F scale R との有意

な相関が認められた(Table 2)。 
本研究の結果から，M-H-F scale R の妥当性と

信頼性が確認されたと考えられる。 
 

Table 1 M-H-F scale R 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Table 2 M-H-F scale との相関係数 
 
 
 
 
 
 
 

M H F

エネルギッシュな 協調的 世話好き

大胆な 人情に厚い 話し好きな

熱中する 社交的な 細心

太っ腹な 聞きじょうずな おっとりした

勇猛な 臨機応変な 茶目っ気のある

情熱的な 話しじょうず もの静かな

伊藤(1978)
本研究

M .79*** .52*** -.16*

H .40*** .72***

M H F

*p <.05, ***p <.001

.55***

F -.03 .44*** .84***

PH40 日本教育心理学会第 回総会発表論文集（ 年）

親密なグループ内でのいじめに対して現職教員が考えている
いじめ発見方法の実態

― と を用いたネットワーク分析から―

○石田俊樹（上越教育大学大学院） 高橋知己（上越教育大学）

キーワード：いじめ，現職教員，テキストマイニング

問題と目的

いじめは人を傷つけ，時に生命を脅かす重大事

案を引き起こす。親密なグループ内でのいじめを

発見することは困難であると考えられ，実際にそ

のような部類の事案が報告書によって報告されて

いる。そこで本研究では，児童，生徒のグループ

内で発生するいじめについて，教師がどのように

発見しようと考えているのかを明らかにする。

調査及び分析の方法

調査対象：小学校，中学校，高等学校，特別支援

学校に勤める現職教員 19 名。

調査時期：2018 年 12 月中旬に実施。

調査手続き：関東地方Ａ市のいじめ事案報告書を

一読してもらい，「本事案のように，仲の良い生徒

グループ内での様子は教師が把握しきれないこと

が多いと考えられます。このような時，あなたな

らどうすれば気づくことができると考えますか。」

という質問に対しての自由記述を求めた。

分析方法：収集した記述データを分析対象とし，

KH Coder を使用して共起ネットワークの作成を

行った。ここではネットワークが煩雑にならない

よう，名詞，サ変名詞，動詞，名詞 B を抽出して

作成している。また，次数中心性の数値化を行う

ため， R を用いて分析を行った。R の分析におい

ては，樋口（2009）より，1，共起ネットワークの

R Source 形式での保存，2，KH Coder フォルダー

より，「Rgui.bat」の起動，3，保存したファイルを

開き，次数中心性得点の抽出用コードの打ち込み

という手順で行った。

結 果

収集した記述データから総抽出語 1026 語，69
文を分析対象として抽出した。作成した共起ネッ

トワークを Figure1 に示す。現職教員は，生活ノ

ートやグループの観察，面談，定期的な教育相談，

アンケート，家庭とのコミュニケーションから，

グループ内でのいじめを発見しようと考えている

ことが読み取れる。次に各用語の次数中心性得点

を Table1 に示す。ここでは，注目すべき点として

「観察」，「定期的」，「面談」といった用語が上位

に出現したことが挙げられる。いじめを把握する

様々な方法がある中で，現職教員は観察や定期的

な面談に特に重きを置いていることがわかる。

考 察

いじめ発見の具体的な方法の中で，観察の得点

が最も高いことについて，現職教員は児童・生徒

がいじめについての相談，援助の要請をすること

が難儀であると感じていることが考えられるので

はないだろうか。また，アンケートはいじめ発見

の手段として考えられていながらも得点は低いこ

とから，今後いじめの発見に効果的なアンケート

の開発がなされることが求められると考える。

Table1 次数中心性得点

関係 家庭

生徒 アンケート

グループ 教員

様子 休み時間

情報 コミュニケーション

学級 本人

活動 ノート

観察 教育相談

話 生活

収集 気づく

面談 考える

定期的 子ども

聞く 教師

変化 過ごす

日常
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